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が 平 成23年（2011） ３ 月
11日の東日本大震災で現地
に残されることが難しくな
る。盛岡市と宮古市の協働
で同24年７月13日に現在地へと里帰りした。数奇な運命に翻弄されながらも，図書庫は今日その姿を私たち
に見せてくれる。多彩な啄木の知識が，この図書庫の力添えもあって芽生えたのである。
　裕福な家庭に育ちながらも父の方針で，学問の道を閉ざされていた宮澤賢治が上級学校への進学を許され
たのは，大正４年（1915）のことである。賢治は自宅のある花巻ではなく，目指す官立の盛岡高等農林学校
の膝元で受験準備にとりかかる。花巻の宮澤家と縁のあった人が，自身が檀家である擁護山無量院教浄寺を
紹介したらしい。同本堂は慶長17年（1612）以来の建築で，賢治は大正４年２月半ばから３月末まで暮らした。
　賢治は本堂外陣の西側の一隅を借りて学業に打ち込む（作品−３および４）。その結果，見事，首席で入
学を果たし，模範生として卒業までの生活を送るのであった。入学後２年間は寄宿舎自啓寮に住み，その後
は市内の内丸で弟や２人の従兄弟と同居する。優等生という賢治像は，高等農林時代の姿なのである。
　その賢治が花巻農学校の教職を依願退職した後，自宅でもあった羅須地人協会の活動として農家に肥料設
計指導をする。後世に知られる肥料相談活動だ。作品−５に見られる松は，近世期からの並木である。作品
右端の建築物が石鳥谷（いしどりや）肥料相談所跡である。この前身の建築物で昭和３年（1928）３月に賢
治の農業指導が実践された。宮澤賢治の奉仕精神が21世紀まで語り継がれているような光景であった。
作品−５　昭和３年に賢治が肥料設計相談をした跡地
